
熱交換器協和式 シェル＆チューブ型

流体の温度差を利用して間接的に流し合いながら循環させることで加温(冷却)する装置です。浴場での使用方法としては

主に浴槽ろ過水の昇温用として利用されております。(水風呂冷却用その他用途多数・・・)

仕組みは、ボイラで沸した高温水(１次側)で浴槽ろ過水(２次側)を昇温させます。熱を奪われた高温水は、ボイラへ還る

ことで再び昇温し高温水として再利用されることとなります。つまりボイラ側(１次側)の高温水が減ることはなく昇温の

み行うことになります。足し湯(給湯)で昇温する方法では給湯に等しく浴槽水が溢れることになるため燃料が余分に必要

となります。一方、熱交換器では昇温のみを効率的に行うことで無駄が無く省エネ効果も極めて高くなります。

・ＳＵＳ３０４製で耐久力があり製作時の溶接焼けを酸化皮膜処理と共に内外面隅々まで全面不導体化することで、ステ

　ンレスが本来持つ錆びない特性を充分に発揮します。

・１次側＋２次側 計６ターンする浴場設備では異例の高性能熱交換器のため常時安定した昇温能力を発揮します。

・入浴剤、温泉成分、水垢等のスケールが詰り難い熱交チューブ径となっております。

・本体両端を同径フランジとすることで全面開口とし、隅々までメンテナンスし易い構造となっております。

・選定方法は浴槽に応じたろ過機を確定することにより熱交換器が決定する簡単選定となっております。

・熱交ポンプは一般的なラインポンプにて選定してください。

・熱交換器の昇温能力は、ボイラ(１次側)温度により変動するのでご注意ください。

　例：ボイラ(１次側)温度が低い → 熱交換量が減少 → ろ過水(２次側)温度が上がり難い → ◎浴槽温度を上げ難い

　例：ボイラ(１次側)温度が高い → 熱交換量が増加 → ろ過水(２次側)温度が上がり易い → ◎浴槽温度を上げ易い

◎省エネに関するヒント

　ボイラ温度が高いほど昇温し易くなるが、放熱量は増え熱損失が大きくなります。

　ボイラ温度が低いほど昇温し難くなるが、放熱量は減り熱損失が小さくなります。

　熱交換器の役割は浴槽の水温を保つことが目的なので浴槽水温が下がらない程度の温度が最も省エネ効果が高くなります。

　注1：ボイラに係るその他の給湯設備にも影響するのでご注意ください。

　注2：浴槽張込み時には通常ボイラ温度に戻すことで張込みスピードを保ち、熱損失を減らします。
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○接続口は、１次側２次側共にＰＴメネジです。

○１次側掃除口は、ＰＴメネジでプラグ止です。
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※上記略図=２段式架台　
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○熱交換器用架台は１段型・２段型・壁掛け型、ＳＵＳ製ｅｔｃ、用途や現場に合せて製作いたします（別途付属品）

○熱交換器周囲（特に両端フランジ周囲）にメンテナンススペースを設けてください。

○設置の際、本体架台を下向きとし水平に取付けてください。

○メンテナンス用にドレンを設けてください。

○保温の際には両端フランジを開くことが出来るようお願いします。

○１次側、２次側の入口、出口は決まっております。お間違えないようご注意ください。

より良い製品作りのために仕様変更することがありますのでご了承ください。

〒９２０－３１３４
石川県金沢市金市町ホ１６番地

協和工業株式会社
TEL (０７６)２５８－１１４１
FAX (０７６)２５８－１１４３
ＨＰ：kyowa-kogyo.org
mail：kyowa@aqua.ocn.ne.jp

代理店・販売店
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